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用途白地地域

予定建築物の用途 ： 一戸建ての住宅

・画地内の法面は30°以内の傾斜とする。
M

・開発協議は最終桝から一次放流先までとする。

街渠桝　グレーチングT-25　VU150コンクリート巻き ・３０㎝未満の高低差に用いる土留め壁は審査対象外であるので、設計者の判断による。

・L型側溝は雨水が滞留しないよう施工すること。

引込管ＰＰ２０　メータ１３㎜

・VU管埋設場所につき、車載部で土被りが0.6m以下の部分はｺﾝｸﾘｰﾄ保護を行うこと。

・地表水及び排水を集水する桝は泥溜を１５ｃｍ以上確保すること。

・擁壁にはフェンス等を設置しない。

　ただしクリアランスが確保できない場合で管保護をした場合は最低１０ｃｍとする。

流水方向

　及び本開発区域内の公共施設を変更する場合は建築指導課と協議すること。

・画地内の整地は最終桝に表面雨水が集水するよう仕上げること。

・家庭用汚水は合併浄化槽を経由し宅内桝を経て放流する。

開発区域

・埋設管の交差箇所は３０ｃｍのクリアランスを設ける。

FV側溝300(自由勾配側溝300)(グレーチングT-25)

・地表水を集水する桝はグレーチング又は穴空きを設置すること。凡　　例

・L型側溝とFV側溝の接続部は段差が生じないよう施工する。

・開発道路内には電柱を設置しない。

L型側溝

（注記）

雨水最終桝φ350（泥溜0.15m以上、深さ0.9m以下）

VUφ150　i=1％（穴あき蓋を使用）
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・本開発区域に隣接して本開発許可の完了公告日からみなし年数以内に開発行為を行う場合、
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※農道用途廃止予定

市
道

▽市道中心線

▽２項後退線

ﾃﾞﾘﾈｰﾀ設置

※既存道路擁壁は残す

開発道路1
139.53㎡

開発道路2
443.77㎡

開発道路3

328.11㎡
（市道及び寄付予定道路）


